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� 都
会
で
働
い
て
い
る
関
川
村
の

出
身
者
・
お
世
話
に
な
っ
た
人
・

応
援
し
た
い
人
に
福
音
！！�

�

　
都
会
の
勤
務
先
で
、
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
る
所
得
税
と
住
民
税
は
、

直
接
関
川
村
で
は
使
え
な
い
税
金

で
あ
る
。
年
末
調
整
の
時
、
こ
ん

な
に
も
た
く
さ
ん
の
所
得
税
や
住

民
税
を
払
っ
て
い
る
の
か
と
驚
か

さ
れ
る
。
こ
の
税
金
の
一
部
で
も

関
川
村
に
払
っ
て
、
村
の
発
展
に

役
立
て
た
い
気
持
ち
の
人
は
多
い

と
思
う
。�

　
４
年
前
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
が
で
き
た
。
都
会
で
払
っ

て
い
る
税
金
を
関
川
村
に
振
り
替

え
る
制
度
だ
。�

　
例
え
ば
、
関
川
村
に
２
万
円
の

寄
付
を
す
る
と
、
２
千
円
を
控
除

し
た
１
万
８
千
円
が
確
定
申
告
で

還
付
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。
だ
か
ら
、

実
質
的
に
村
へ
の
寄
付
は
「
２
千�

円
」
で
「
１
万
８
千
円
」
に
つ
い

て
は
ふ
と
こ
ろ
が
痛
く
な
い
。�

　
関
川
村
の
出
身
者
で
な
く
て
も

誰
で
も
こ
の
制
度
は
利
用
で
き
る

か
ら
、
関
川
村
を
応
援
し
た
い
人

は
今
年
か
ら
で
も
す
ぐ
実
行
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
関
川
村
役

場
に
資
料
が
あ
る
の
で
、
取
り
寄

せ
ら
れ
た
い
。
都
会
地
の
区
役
所

や
税
務
署
に
こ
の
用
紙
は
置
い
て

い
な
い
。�

　
も
し
、
５
万
円
の
寄
付
を
し
た

と
す
れ
ば
「
４
万
８
千
円
」
が
確

定
申
告
で
還
付
さ
れ
る
仕
組
み
で
、

実
質
の
寄
付
金
は
や
は
り
２
千
円

で
あ
る
。�

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
都
会
地
の

市
町
村
で
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
な
い

の
で
、
都
会
地
で
の
納
税
者
は
こ

の
制
度
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。�

�

※
控
除
の
額
は
、
所
得
や
寄
付
金

の
額
に
応
じ
て
変
動
し
ま
す
。�

都
会
で
の
納
税
を
関
川
村
に
替
え
よ
う�

投
稿�い

で
湯
の
関
川
ふ
る
里
会
会
員
　
小

柴

恭

男

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
港
区
在
住
）�

　昨年、村内一斉に入替え工事を行った広報無線も設置してから１年が経とうとしています。この
広報無線は、村からの情報伝達だけではなく、災害時の連絡など、村民皆さんの暮らしの安心・安
全を守る重要な無線機として設置させていただいているものです。�
　皆さんのご家庭に設置してある無線機に不具合があると、受信できなくなってしまう可能性があ
ります。もしも「放送が聞き取れない」「放送が途切れる」「雑音が入る」などの不具合がある場合
は役場総務課総務班（TEL 64－1476）までご連絡をお願いします。�

設置から1年�

　停電に対応するため無線機
には乾電池が入っています。
１年に１度交換が必要となり
ますので、電池交換をお願い
いたします。�
�
�

　乾電池を交換する際は電
源スイッチを「切」にし、
電源コードを外してから行
ってください。�

注意�

【乾電池切り替えのしかた】�

1．乾電池ケースを左にずらしてから、ケースが少し浮いた状態で手前に引いて取り外します。（上図①参照）�
2．乾電池ケースを矢印の方向に反転させ、電池端子を常に右側にして、元の位置に戻します。（上図②③参照）�
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　今年度は『開かれた学校づくり』を関川中学校
教育の重点の一つとして掲げました。ＰＴＡや地
域コミュニティ、小学校などと連携して、子ども
たちを育んで参ります。皆様のご協力をお願いし
ます。�
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�　このほか、地域運動会等への参加や職場体験学
習、地域懇談会などを計画しています。�
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　このほか、夏休み学習会の講師や校地整備作業、
登下校の安全指導などでボランティアをお願いし
ます。�

学校� お知らせ�からの�からの�

今月は関川中学校からのお知らせです�

　公共の電波を正しく使用するた�

めに、電波法というルールがあり�

ます。�

　しかし、ルールを守らない「不法無線局」から

発射される不法な電波によるテレビ・ラジオの受

信障害や消防・救急や航空など重要な無線通信へ

の混信・妨害は後を絶ちません。�

　また、インターネット取引などにより日本では

使用できない外国規格の違法な無線機器（技適マ

ーク　　が付いていないトランシーバーなど）が

流通しています。これらは比較的容易に入手でき

るため、混信妨害の原因者となるケースが増えて

います。�

　私たちの財産である電波の良好な利用環境を守

るため「不法無線局」をなくし、電波を正しく使

いましょう。�

　電波に関することは、信越総合通信局までお気

軽にご相談ください。（無料）�

★無線設備への混信・妨害及び違法な無線設
　備の情報に関すること�
　監視調査課（TEL 026－234－9976）�

★テレビ・ラジオなど放送の受信障害に関する
　こと�
　受信障害対策官（TEL 026－234－9991）�

★その他、情報通信の行政相談に関すること�
　総合通信相談所（TEL 026－234－9961）�

【ホームページ】�
http://www.soumu.go.jp/soutsu/shinetsu/

守ろう！�

電波のルール�

　新潟家庭裁判所では「成年後見制度説明会」を開

催します。参加を希望される方は、下記までお申し

込みください。�

　●日　時　平成24年５月18日（金）�

　　　　　　　14：00～16：10（予定）�

　●場　所　新潟家庭裁判所５階�

　　　　　　　新潟市中央区川岸町1－54－1�

　●内　容　①成年後見制度DVD視聴�

　　　　　　　（後見人の仕事と責任）�

　　　　　　②説明及び質疑応答�

　　　　　　③庁舎見学�

　●募　集　先着40名（事前申込制）�

　●申し込み　新潟家庭裁判所総務課庶務係�

　　　　　　　TEL 025－333－0054
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